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一構成及び主人公Pt　一一ラの心理的発展一一一
五島正一郎
　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　戦後アメリカ演劇の最高傑作と云われる〃欲望という名の電車〃の二年
前，1945年に出世作として世の脚光を浴びた。それ以後，作者は次々と作品
を発表し，今日に至っているが，John　Russell　Taylorが，
　　It（＝＝　The　Glass　Menagerie）has　all　the　familiar　props　of　his　drama
　　－aslightly　grotesqe　faded－gellteel　older　woman，　a　young　inno－
　　cent，　a　tough　young　hero，　a　run－down　Southern　background．
　　These　elements，　some　or　all　of　them，　recur　in　nearly　a正l　his
　　　　　　（1）
　　Plays．●．・
と云っている如く，ほとんどすぺての作品の基盤となっているように思われ
る本作品を分析することによって，今後の研究の足掛りとしたい。
〔梗概〕
　登場人物は四入。母親とその息子，足の悪い年頃の娘，息子の勤め先の友
人である。舞台はこの一家が住む家の中に限られ，息子の回想を通して進行
する。
　優い昔の夢にすがって生きる母親が，内気な不具の娘のために，結婚の相
手をみつけようとあせるが，望みは食い違って，もろくもくずれさる。
　プロットはこれだけのものであるが，この作品を構成する諸々のテクニッ
ク，および叙情詩的な台詞やト書は我々に強く訴えてくる時間の制約の無
い，幻想的な雰囲気を現出し，エリック・ベントリーをして次のように云わ
しめている。
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　　More　prominent，　certainly，　in　our　theater　than　social　drama　is
　　the”mood　play．”Iam　referring　to　the　school　of　playwrights－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　　which　is　headed　by　Tennessee　williams…
　この〃ムード劇〃を支えているのが作者自身による演出ノートに明記され
ているスクリーン装置，音楽，照明であり，その他，パントマイム，朗読
法，シンボリズム，説明的なト書，情況の設定等である。これらの作品を構
成する要素がどのように扱われ，どのような効果を生み出しているかを具体
的に例証し，更に主人公ローラの心理的変化を追ってみようと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　作者自身がメモリー。プレイと云っているように，トムの追憶によって芝
居が始まる。つまり，トムが過去を回想してそれを物語ると同時にそれに注
釈を加えているリアリスティックな部分と，その過去の回想に現われる姉や
母親と同じ時点で論ずるロマンテックな部分という二重の意味を持ってい
る。前者についてJohn　Gassnerは次のように述べている。
　　The　Glass　Menagerie　frames　the　dramatic　action　with　a　narration
　　and　commentary　by　one　of　the　principal　characters，　the　youth　who
　　left　horne　and　Ilow，　while　in　the　Merchant　Marine，　recalls　the
　　pathetic　inability　of　his　mother　and　painfully　shy　sister　to　cope
　　　　　　　　（3）
　　with　reality．
トムが自分の個人的な経験を直接観客に語りかけていく方法は朗読法の導入
であり，その役割であるanarration　and　commentaryによって追憶が生
み出すイメージの大きな歪みを是正し，トム自身が登場人物として演じる夢
見るような世界へ誘い込む序となっている。この語りの部分はSc．1（pp，
4－6），Sc．皿（PP．22－23），　Sc。　V（PP．46－47），　Sc．　V1（PP．61－62），
Sc．　Vl1（pp．123－124）の各場に限られ，それぞれ違った効果を作り出して
いるが，George　Brandtが
一15
　　　This　cinematic　breaking　up　of　the　flow　ot　time　casts　a　veil　ot
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
　　　nostalgia　over　the　events　ot　the　past。・●
と云うように，過去という時間の流れを観客の時点に戻すことによって，回
想の世界をより一層美化することが出来る。
　幕が上がると，トムは観客に向って次のように語り始める。
　　　Yes，　I　have　tricks　in　my　pocket，　I　have　things　up　my　sleeves．
　　　But　I　am　the　opposite　of　a　stage　magician．　He　gives　you　illusion
　　　that　has　the　apPearance　of　truth．　I　give　you　truth　in　the　pleasant
　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
　　　disguise　of　illusion．
　　ここ述べられている真実は作者が意図する時間に左右されないものであ
り，その真実を包むものは楽しい幻想である。云い換えるなら，追憶という
幻想の世界を通して真実を観客に知ってもらおうと企てている。その手始め
として，トムは時代をあの不景気だった年代へと戻し，その当時の社会的背
景を述ぺている。彼の台詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
　　　To　begin　with，　I　turn　back　time．
が観客の心を30年代へと切り替えさすきっかけであり，トリックの役目を果
している。トムは更に続け，追憶の世界が観客の眼前にくり拡げられた時，
守られなければならない約束事について語る。
　　　The　paly　is　memory．
　　　Being　a　memory　play，　it　is　dimly　lighted，
　　　it　is　sentimental，　it　is　not　realistic．　In　memory　everything　seems
　　　to　happen　to　music．　That　explains　the　fiddle　in　the　wings．　I
　　　am　the　narrator　of　the　play，　and　also　a　character　in　it．
　　　The　other　characters　are　my　mother，　Amanda，　my　sister，　Laura，
　　　and　a　gentleman　caller　who　appears　in　the　final　scenes．
　　　He　is　the　most　realistic　character　in　the　play，　being　an　emissary
　　　from　a　world　of　reality　that　we　were　somehow　set　apart　from．
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　　Btlt　since　I　have　a　poet’s　weakness　for　symbols，　I　am　using　this
　　character　also　as　a　symbol；he　is　the　long　delayed　but　always
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
　　expected　something　that　we　live　for．
　追憶，灰暗い照明，感傷的で幻想的雰囲気，音楽と小さな事件との関連，
トムの役割，現実の世界の使者と現実の世界から遠ざかっているウイングフ
ィールド家，シンボルの使用などを予め観客に知らせ，手品の種明しをして
いるように見せていながら，この芝居の要点を理解してもらおうと試みてい
る。その他，登場人物の簡単な紹介，家族を捨てて家を出た父親の回想など
は，30年代の社会的背景と同様，ウィングフィールド家の家庭環境を知らせ
る役割を持っている。三場における物語りは，姉のローラがルービカム・ビ
ジネス・スクールを中途で止めてしまった後に起ったウィングフィールド家
の変化，特にアマンダが執念にとらわれたように精力的に仕事に励んでいる
様子を述べている。従って，ここでは前場からの事後経過の説明（ローラに
青年紳士を見つけてやろうとする生活目標がアマンダに出来たこと）によっ
て，芝居の次の発展を知らせている。五場では，トムは登場人物から語り手
となり，また登場人物に戻っている。ここでの追憶は，今まで演じていたア
パートの向いに見えるダンス・ホールの説明，30年代の変化も冒険もない若
い男女の生活，それと対象的に変化しつつあった世界情勢という社会的背景
にまでおよんでいる。ここで述べられているダンス・ホールは，七場でロー
ラとジムがダンスをする場面の準備としての意味があり，トムの悔恨とも思
える次の台詞，
　　But　here　there　was　only　hot　swing　music　and　liquor，　dance－
　　ha11s，　bars，　and　movies，　and　sex　that　hung　in　the　gloom　like　a
　　chandelier　and　flooded　the　world　with　brief，　deceptive　rain－
　　　　（8）
　　bows…
によって，現在冒険と変化のない生活に不満を抱いて偽の虹である映画とい
う代用品で我慢をしているトムが，真の虹を求めていくことを暗示する。六
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場の冒頭の物語りは，一場および三場で明確に現実の世界からの使者と云う
シンボルとして扱われている青年紳士，ジムに関するかなり詳しい説明であ
る。登場人物のトムとして，アマンダに話したジムについての事柄につけ加
えて，高校時代の華かな経歴を持ちながら，卒業後はトムと同じ倉庫で働い
ているという現実の厳しさ，トムとローラーとの関係等を述べている。この
ことは観客にシンポルの意味を持つ人物を詳しく伝達し，ウイングフィール
ド家，特に幻想の世界に逃避しているローラと現実を表わすジムとの葛藤か
らn一ラの真の姿を見極めてもら・おうという意図に他ならない。最後のトム
の物語りについてEsther　Merle　Jacksonは，
　　The　poet－figure　Tom　illvites　the　spectator　to　share　with　him　the
　　task　of　findillg　meaning　in　past　experience．　His　final　speech　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
　　the　play　summarizes　his　grasp　of　universal　truth．
という意見を述べている。この普遍的な真実はアメリカの中流階級の下に属
する人々にとっては，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
　　the　slow　and　implacable　fires　of　human　desperation
であり，父親と同じように不具の姉やかなり年老いた母親を捨てて家出した
5ムについては，John　Gassnerが次のように述ぺている。
　　The　son　pays　a　tribute　of　compassion　to　his　mother　and　sister，
　　but　acknowledges　the　validity　of　the　instinct　of　self－preservation
　　that　made　him　leave　them；he　knows，　too，　that　in　the　great
　　struggle　of　the　times　their　plight　is，　in　a　sense，　of　minor
　　　　　　　　　（11）
　　consequence・
これ以外に，トムの旅の話でプロットに結末をつけているばかりでなく，ア
マンダとロTラの行っているパントマイムの注釈の役目を果している。この
朗読法の使用についてMartin　Gottfriedは，
　　The　narrator　device，　an　old　one，　is・also　an　awkward　one，　in－
　　truding　on　a　play’s　magic．　Tom／s　periodic　speeches　to　the　audieqce
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　　interrupt　the　flowing　mood　more　than　once，　and　what　he　has
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）
　　to　say　is　usually　unnecessary　or　ovious　from　the　action．
と否定する立場をとっているが，今までに述べてきた役割から考えるならば
当を得ない意見と云えよう。
　George　Brandtによればトムの語り手としての役柄は映画的手法だと云
っているが，こういった手法は他にも使用されている。トムの物語りを建築
物の骨組みに喩えるならば，それを包み隠している技巧がいくつかある。各
場面の進展，展開を押し進め，小事件のヒントとして用いられるLEGEND
やIMAGEはその一つと云えよう。この芝居全体を通じて用いられている
意図を探ってみると大体次のようになる。
　（1＞雰囲気を示すもの
　　（a）各シーンの中心テーマとなっているもの（p．6p．15　p．22p．29　p．37
　　　p．45p．62　p．87）
　　（b）その場の情況を示すもの（P．10P．44　P．83　P．115）
　（2展開・発展を示すもの
　　（a）伏線として（p．20p．21　p．22　p．23　p．37　p．39　p．49　p．61）
　　（b）（1）とからみ合ったもの（p，45p．123）
　　（c）台詞とからみ合ったもの（p．64）
　（3）演技を示すもの（p．15p．　23　p，66　b．69　p．78　p，112）
　（4）心理を示すもの（p．18p．69　p，81　p．82　p．114　p．119）
　（5）台詞のタイトルとして（p．9p．17　p．41　p．64　p，74　p．75　p．101　p．111）
　作者はこれらの技法を駆使することによって，より主観的な意図を明確に
して追憶劇の雰囲気を構成しようとする試みを汲み取ることは可能である
が，この手法を使わずに作者の狙いを充分に舞台の上に現出したエリア・カ
ザンのような例を見る時，George　Brandtの次の意見，
　　On　the　whole　we　need　not　regret　the　practice　of　omitting　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
　　projections　when　the　Glass　Menagerie　is　produced．
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が示すように不必要であるのかもしれない。しかし種々な試みを舞台に持ち
込み，因習，伝統にとらわれることなく，新しい作品を創造しようという意
欲は特筆に価するように思う。スクーリン装置の他に，照明と音楽について
作者は演出ノートでかなり具体的にその意図を述ぺている。追憶という幻想
的雰囲気を引き出すために照明に関して次のように述べている。
　　　The　lighting　ill　the　play　is　not　realistic，　In　keeping　with　the
　　　atmosphere　of　memory，　the　stage　is　dim．　Shafts　of　light　are
　　　focused　on　selected　areas　or　actors，　sometimes　in　contradis－
　　　tinction　to　what　is　the　apparent　center．　For　instance，　in　the
　　　quarrel　scene　between　Tom　and　Amanda，　in　which　Laura　has
　　　no　active　part，the　clearest　pool　of　light　is　on　her　figure．　This
　　　is　also　true　of　the　supper　scene，　when　her　silent　figure　on　the
　　　sofa　should　remain　the　visual　center，　The　light　upon　Laura
　　　should　be　distinct　from　the　others，　having　a　peculiar　pristine
　　　clarity　such　as　light　used　in　early　religious　portraits　of　female
　　　saints　or　madonnas．　A　certain　correspondence　to　light　in　religious
　　　paintings，　such　as　EI　Greco’s，　where　the　figures　are　radiant　ill
　　　atmosphere　that　is　relatively　dusky，　could　be　effectively　used
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
　　　throughout　the　play．
　追憶の世界を創造するために，この芝居は朧な，灰暗い光りの中に浮かん
で，情緒の波間を漂い，現実からほど遠く離れたものになっている。全体を
通じて，光の色調はdim，　dusky，　clear，1emonyという言葉で表現されて
いる如く淡く，柔かい。幕の降りる五場を除けば，あとの六場はすべて映画
的手法，溶明，溶暗を用いているが，これは，
　　　an　almost　cinematic　way　to　represent　thought　processes，　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
　　　rhythm　of　Tom／s　memory
であり，作者個有の上演術でないに．しでも，追憶という幻想的雰囲気をかも
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し出そうと，細心の注意を払っていることがうかがわれる。その他，照明の
焦点を特に選んだ人や場所にあてているが，演出ノートで云っているよう
に，その場面の中心人物でない者にあてて強調の意味を持たせ，別の意味
を引き出すのに成功している。イメージで暗示されてはいるが，一場でアマ
ンダが玄関先で紳士達に挨拶している娘時代の回想に耽ける場面で，スポッ
トライトがあてられている。この時のアマンダの眼はつりあがり，顔は紅潮
し，声は朗々として哀調を帯びてくる。彼女の自己陶酔とも思える過去に対
する執着は後にもしばしば示されるが，アマンダの過去における華かな娘時
代の美しい世界の印象を特に強調していると考えられる。これと同じよう
に，非常に透明な一条の光が，ローラの顔にあてられ，色あせたつづれ織り
のカーテンとの対照を生み出している。この場面のローラの自信のない，優
し，いアクション，作者が演出ノートで
　　It　serves　as　a　thread　of　connection　and　allusion　between　the　nar－
　　rator　with　his　separate　poillt　in　time　and　space　and　the　subject
　　of　his　story．　Between　each　episode　it　returns　as　reference　to
　　the　emotion，　nostalgia，　which　is　the　first　condition　of　the　play．
　　It　is　prinlarily　Laura’s　music　and　therefore　comes　out　most　clear－
　　ly　when　the　play　focuses　upon　her　and　the　lovely　fragility　of
　　　　　　　　　　　　　　　（16）
　　glass　which　is　her　image．
と定義しているn一ラを象微するテーマ音楽，これらの要素が混り合って，
この芝居の基礎となっているノスタルジアという情緒を生み出し，ローラに
ついて述べているト書，
　　Afragile，　unearthly　prettiness　has　come　out　in　LAURA；she　is
　　like　a　piece　of　translucent　glass　touched　by　light，　given　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
　　momentary　radiance，　not　actual，110t　lasting・
を暗示する布石である。三場でトムの物語りの後，その内容をあとづけるか
のように，薄暗い舞台にいるアマンダにスポットがあてられる。この場合
一21一
は，ビジネス・スクールでも失敗した娘，n・・一ラに青年紳士を見つけようζ
必死になって着々とその計画を実行している姿を断片的ではあるが写し出す
効果を果している。直ぐ後，薄暗くなっていることからしても，アマンダの
電話の台詞は，三場の親子喧嘩の場面とは直接関係のないトムの断片的な追
憶と云えよう。作者が演出ノートで指摘しているように，親子喧嘩の間透明
な光の輪がずっとローラを捕えている。一方，それと対称的に舞台後方の部
分はふくれ上った，くすんだ赤い光で輝いている。そしてその火のような輝
きによって，彼らの身振り，手真似の影が天井に照り，まるで影絵のように
見える。この場面で，ローラが云う台詞はトムが出て行くと云った時，それ
　　　　　　　　　　　　　　　08）
を制止しようとして吐く“Tom！”と最後の幕切れで彼がガラスの動物を
棚から落した時に，自分が傷ついたかのように叫ぶ“My　glass／
＿m，nag，，i。．％二っの台言司だけである．ということは，火のよう｝・どす
黒く輝く光りは，トムとアマンダの憎悪，特にアマンダの無理解さに対する
トムの憎しみの激しさを台詞以外の影絵的な照明方法で側面から盛り立て
て，追憶の世界にアクセントをつけている。そして更に一場の説明的なト
書，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）
　　the　slow　and　implacable　fires　of　human　desperation
にまで展開していく。これとは逆に，澄明な光はローラの無力さ，トムとア
マンダの動に対する静を表わし，口論の際の彼女の反応をその表情から察す
ことができる。更に〃ガラスの動物園〃のテーマ・音楽，トムの落したガラ
スの動物，それを自分が傷ついたかのように心配して泣き叫ぶローラという
一連の組み合せが，ローラの優しい，ガラスのようにもろい性格をここで一
層明確にしている。四場においては，さして見るぺき照明方法は用いられて
いない。三場で述べたトムの短い，断片的な追憶を溶明，溶暗の手法によっ
て場面展開させて，次の長い場面へと引続いでいく方法がここでも行われて
いる。説明的なト書によってその雰囲気は語られているが，観客はそのこと
に関してはあずかり知らぬことであり，トムが酔って帰宅して寝た後，直ぐ
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に六時を知らせる教会の鐘，アマンダの部屋で鳴る目覚し時計，それと徐々
に舞台が明るくなることで朝ということを知らせている。これは特にとりた
てて云う程のことでもない常識的な扱い方である。トムが映画と抱き合せで
やっていた魔術の実演の出し物，棺桶の手品の話しをする。釘付けにした棺
桶から釘を一本も抜かずに出て来る手品に驚いていると，こんなことの出来
る人間は一体居るだろうかというトムの問に答えるかの如く，父親の笑顔の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）
写真がここに居るぞとばかりに輝き出す。この意味は，”Hello－Good－bye！”
の一言だけ書いてある絵葉書を寄こした父親がウイングフィールド家という
棺桶から妻子という釘を捨てて抜け出したことを示しているばかりでなく，
この四場の終り頃のアマンダの台詞，
　　More　and　more　you　remind　of　your　father！He　was　out　all　hours
　　without　explanation！－Then　left！Good－bye！
　　And　me　with　the　bag　to　hold．　I　saw　that　letter　you　got　trom
　　the　Mercbant　Marine．　I　know　what　you’re　dreaming　of．1’m　not
　　standing　here　blindfolded．
　　Very　well，　then．　Then　do　it！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2⊃）
　　But　not　till　there’s　somebody　to　take　your　place．
更にトムの台詞，
　　1’mIike　my　father．　The　bastard　son　of　a　bastard！See　how　he
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）
　　grins？　And　he’s　been　absent　going　on　sixteen　years！
とを考え合せてみる時，トム自身が自分の夢を実現するために着々と計画を
練り，結局は父親と同じ道を辿るという因果関係が分る。こうしてみると，
今問題にしていた魔術師にあたる者はトムであると云える。しかし，アマン
ダの云うトムの立場を引き継ぐ者を見つけずに終っている。つまり，彼も父
親と同じように釘を動かさずに抜け出してしまったということになる。この
ような行為に対してMartin　Gottfriedは，
　　Make　one　thing　certain－it　isn’t　loving　that　Williams　talks　about
一23一
　　so　mnch　as　it　is　the　obligation　to　be　tender　to　those　who　love
　　yotl　to　be　there　when　you　are　most　needed．　The　flight　hurts
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）
　　most　because　it　hurts　the　person　left　behind．
と批難しているが，トムが考えた挙句自己保存の本能から家族を捨てている
のを考慮するなら，こう簡単に割り切れないのではなかろうか。ローラが買
い物に出かけた後，トムはコーヒーを飲みに台所に入って来る。アマンダは
彼に背を向けて，陰気で灰色のアーチの建物の問の通路に面した窓に向って
体を堅くして立っている。そこでアマンダに当る光は年輪を刻んでいるが子
供っぽい顔立をドーミエイの写真のように，鮮明に，皮肉っぼく浮び上らせ
ている。トムが話し出すまでの台詞の無い時間を埋める働きを持ち，無言の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
うちにもアマンダの表情に表われる心の動き。それに加えて，無理にトムの
視線を避けていても，トムが火傷しそうなほど熱いコーヒーを口に入れて，
その熱さにあえいでいるのを聞いて，はっとして半ば振り返りかえるが，意
固地に窓に背を向けている。あるいは何かいいたいのを咳払いで誤魔化して
我慢している。トムが謝り出すまでの無言劇とも云える静の緊張感を窓の明
りによって引き出している。五場の台詞に入る前の序となる影絵的な無言劇
はかすかな明りに写し出されて舞台奥で行われている。これについて次のよ
うな説明的なト書がついている。
　　their　movements　formalized　almost　as　a　dance　or　ritual，　their
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）
　　moving　forms　as　pale　and　silent　as　moths．
　これは幻想的な雰囲気を作り出すと同時にdance，　ritualの言葉から引き
出される荘厳にして優雅な動き，それからpale，　silent，　Inothsから生ず
る白日に照らされない蛾の持つ薄暗くて静かな想像上の世界を現出してい
る。この場面とは逆に，青年紳士を迎える準備もアマンダの奮闘的な働きで
整い，ローラの着付けをしている六場では，影絵的な雰囲気ではなく色調の
柔かいレモン色の光が舞台を包み，華やいだ明るいムードを盛り上げてい
る。作者独特の詩的な説明的卜書によれば次のように表現されている。
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　　Laura　stands　in　the　middle　with　Iifted　arms　while　Amanda
　　crouches　before　her，　adjusting　the　hem　of　the　new　dress，　devout
　　and　ritualistic．　The　dress　is　colored　and　designed　by　memory．
　　The　arrangement　of　Laurats　hair　is　changed；it　is　so　fter　and　more
　　becoming．　A　fragile，　unearthly　pre亡tiness　has　come　out　in
　　Laura：she　is　like　a　piece　of　translucent　glass　touched　by　light，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）
　　given　a　momentary　radiance，　not　actual，　not　lasting・
　アマンダの真剣な儀式張った態度，ローラの追憶に色彩られ，デザインさ
れた新しいドレス，一層優しさと似つかわしさを増した髪型，これらの要素
にレモン色の照明があたって初めて，ローラは光のあたった半透明のガラ
スのように，現実のものでない，はかない一瞬の輝きを放ち，こわれやすい
この世の物とは思われない美しさを象徴している。六場でトムはジムに家出
をする計画を打ち明ける。その際に見える光りは封切映画館の煙めくような
入口の庇や看板のそれであり，四場でアマンダの複雑な表情を照らし出して
いたのと同じように，ここでも彼の表情を捕えている。今まで詩作に耽けっ
たり，冒険の代償として毎晩映画を見に出かけたり，倉庫での単調な仕事に
行き諮りを感じていたが，母親と姉に対する責任感から彼の敏感な感情を損
うその仕事に我慢し続けてきたことなどが重なり合って，トムに父親と同じ
道を歩む決心をさせる。沸き上がってくる興奮をうちに秘めて，未来へ己れ
の運命を賭ける夢を語るトムは，冒険を求める航海者のようである。その姿
から発する雰囲気はロマンチックな非現実的なものである。次に作者が演出
ノートで述べている夕食の場面は忘れられない箇所である。ジムに挨拶をし
たあと精神的な動揺のため満足な受け答えも出来ずに，かけかけのレコード
を口実にそそくさとその場を立ち去り，夕食の時アマンダに再三呼ばれてや
っと出て来る。しかしローラの様子はビジネス・スクールのスピード・テス
bやジムを出迎えないで揉めた時と同じ，あるいはそれ以上の極度の緊張状
態に達している。事実上気を失っているのは明らかで，唇は震え，目は大き
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く見開いて，足取りはふらふらしている。このようなアクションのもとであ
るローラの心の嵐をポすかのように，戸外は突然夏の嵐となり，窓辺の白い
カーテンが大きくはためき，さらさらと憂いを常びた音を立て，藍を流した
ような薄暮となる。ローラがかすかな坤き声をもらして不意に倒れるのと同
時に雷鳴がとどろく。ここで用いられる戸外の天候が象徴的な意味を持つこ
とについて，J．　L．　Styanは次のように述べている。
　　Nor　does　he（＝Williams）hesitate　to　call　up　a　surfeit　of　theat－
　　rical　pathetic　fallacy，　the　weather　of　nineteenth－century　melo－
　　drama：heat，　wind，　thunder，　all　the　rage　of　heaven　or　of　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）
　　diseased　minds　of　his　characters．
ローラの心の嵐と夏の嵐，ローラの卒倒と雷鳴という同時性，これを裏付け
るタイトル，“TERRO／”に“AH／”，更に演出ノートに述べられている
ように，ソファーで休んで沈黙しているローラにあてられている宗教画に見
られる素朴で澄明な光を見れば，彼女の心の中の葛藤に焦点を合わせている
感覚的な照明と云えよう。
　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　各場面を解説するばかりでなく，追憶という形式によって時間の観念を統
一する朗読法，静にアクセントを置いて動よりも強い象徴的意味を表現する
照明，筋の展開，登場人物の心理を暗示，解説するタイトルなどが幻想的雰
囲気，詩的イメージを作り出しているのは云うまでもないが，これらの要素
と絡み合って，更に追憶の世界を構成しているものにト書及び台詞がある。
この髭罪点からローラの心理の展開に重点を置いて，順を追って分析してみた
いo
　ローラが現実との接触を全く失ってしまいガラスの動物園という幻想の世
界に避難所を求めた理由は，子供の頃に罹った病気がもとでびわこ．になった
ことである。この肉体上の欠陥が同時に精神的な欠陥を生み出している。そ
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れは内気が嵩じて，心の奥深い所に自己を閉じ込めた結果であり，次のよう
な形で表現されている。
　（1）家庭においても寡黙で，聞き役であり母親に従順である。
　（2）結婚は勿論のことボーイ・フレンドも出来ないと考えている。
　（3）ルビカン・ビジネス・スクールでの失敗
　㈲高校中退
　このような結果に至るローラの心理過程を辿ってみると，普通の人と同じ
ような欲望を持っていたことが分る。彼女の人並みの欲望が彼女の気の弱さ
によって満たされないことが重なり，結局，その欲望さえも持とうとしなく
なり，彼女自身の世界に住むようになる。この傾向は高校以前から育てられ
てきたものである。n一ラの大事にしているユニコーンが約13才であるこ
と，彼女の年令がトムより2才年上の24才であること，蓄音機を残して父親が
家出をしてから16年が経過していることからも類推できよう。七場における
高校時代の回想場面でも，その当時は他の女生徒と同じようにヒーローであ
ったジムに憧がれている。一諸だったコーラスの授業での義足が雷のように
聞こえたつらい経験，ローラが肋膜で欠席した後にジムにつけられたブルー
・ロージズという紳名，トーチという年鑑，サインを貰おうと三度公演を見
に行ったペンザンスの海賊のプログラム，これらは全てローラが好意を抱い
て友達になりたかったジムに関係のあるものである。しかし，いつも彼が友
達に取巻かれていたことや，彼女の気弱さからついにサインすらも貰えずに
終っている。更に，期末試験で悪い成績をとり，このように満されない状態
のままで高校を中退するが，ロ・一一ラの心の中に忘れられない思い出として残
っている。中退後，母親の勧めでルビカン・ビジネス・スクールに入学する
が，ここでも消化不良が原因で最初のスピード・テストに失敗し中退してし
まう。他人に慣れ親しんでいく筈の学校という場所で蹟きを繰り返し，外部
に対して心の門を完全に閉ざし現実との対決を避けようとしている。びっこ
である恥しさを忍んでジムと一諸の授業に出たり，プログラムのサインを貰
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らいに三度足を運んだりというようにローラなりの現実との対決は見られる
が，あくまでも第三者の目から見た場合消極的なもので，彼女の心のうちの
欲望を最後まで行動に表し通すことが出来ず，結果的には心の中で考えただ
けに終っている。ジムの台詞，
　　　　　　　　　　　　　　　　（28）
　　Why　didn’t　you　ask　me　to？
とか
　　　　　　　　　　　　（29）
　　You　should　have　just一
で分るように，何でもないと思われることが他入の思惑を気にしたばかりに
自分の意志を伝えられなくなり，自分から働きかけをせずに待っている。つ
まり，ローラの欲求の表れ方の時限は低いが，心の葛藤は常人以上に激しい
ものであり，それに比例して欲求の持続期閲も長いことが分る。何の抵抗も
なく自分の欲求を実現出来る世界，現実の世界での淋しさ，辛さを誰にも邪
魔されず紛らわせる世界はトムの云う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30）
　　aworld　of　her　own－aworld　of　一　little　glass　ornaments
に他ならない。ローラはガラスの動物の一つであるユニコーンに自分の気持
を話して次のように云っている。
　　JIM　　Poor　little　fellow　，　he　must　feel　sort　of　lonesome．
　　LAURA（Smiling）Wel1，　if　he　does　he　doesn’t　complain　about
　　it．　He　stays　on　a　shelf　with　some　horses　that　don’t　have　horns
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31）
　　and　all　of　them　seem　to　get　along　nicely　together．
　劣等感という角を持っていたために，それを持たない人や持っていないよ
うに見えた人との生活に失敗したが，彼女のガラスの動物園の世界では彼女
の欠点も何ら障害にならず，自分の思うままに，自由に振る舞うことが出来
る。シンボルという観点からみるなら，ユニコーン即ちローラと云うことが
出来よう。次に作者がト書で
　　In　playing　this　scene　it　should　be　stressed　that　while　the　incid－
　　ent　is　apparently　unimportant，　it　is　to　LAURA　the　climax　of
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　　her　secret　life．
と強調しているユニコーンの角がとれるまでの過程，つまりローラが現実の
世界からの訪問者であるジムと対決して，彼女自身の世界から徐々に抜け出
していく心理過程に注目してみたい。六場の終りで気を失ったV一ラがいる
居間へ，ジムが燭台とワインを持って現れる。ソファーに休んでいたローラ
はジムが入って来ると落着かなくなり起き上がる。その状態は次の同じよう
な二つのト書に表現されている。
　（1）Her　speech　at　first　is　low　and　breathless　from　the　almost
　　intolerable　strain　of　being　alone　with　a　stranger．
　（2｝ln　her　first　speeches　in　this　scene，　before　JIM／s　warmth　overcomes
　　her　paralyzing　shyness，　LAURA／s　voice　is　thin　and　breathless
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）
　　as　though　she　has　just　run　up　a　steep　flight　of　stairs．
　m一ラが他人の前に出された時はほとんど耐え難い緊張のために，声は小
さく，息を切らして，恥しさが嵩じて麻酔をかけられたような状態となる。
これが更に悪い状態になるとビジネス・スクールや六場の幕切れの場合のよ
うに気を失うことになるが，ここではジムの思いやりのある態度，ユーモア
に富んだ話術によってローラの誰にも知られていない面が明かされていく。
ローラの心の動きを知る鍵は表に現れる彼女の話し振りや動作であるから，
それを手掛りとして彼女の内面に探りを入れてみようと思う。まずローラの
最初の話し振りであるが，ジムの挨拶に対して消え入りそうな声で返事をし
ている。その様子は，Helloの一言を云うのもやっとという位緊張していて，
声がつまって咳払いをしている。ワインを差し出すジムの親しみのある優し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（34♪
い物腰や“Drink　it－but　don’t　get　drunk／”という冗談で彼女の気持ちを
解きほぐし，恥しそうにではあるが笑わせることに一応成功している。しか
し彼女のグラスの受け取り方が危なっかしい様子だったり，ジムに枕を渡す
時に急いでいる態度にまだぎごちなさが顕れている。ジムが床の上に坐って
愛想よく微笑みかける様子，蟻燭の薄暗い光が織りなす雰囲気，更に，ロー
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ラにジムが見えて彼には自分が見えないという安心感が，彼の不公平だとい
う言葉を切っ掛けとして自分の枕を彼の方へ近づける。この動作は彼女がく
つろぎ出したことを示している。ジムはガムをすすめたり，シカゴの博覧会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（35）
の話しをしたり，ローラのことを　ttan　old－fashioned　type　of　girl”とか
　　　　　　　　　　（36）
t’
≠垂窒?狽狽凵@good　type”と内気さの良い面を強調した好意的な意見に反応
して，今までYes，　No，　Oh，という簡単な返事だったのが，次第に彼女の言
葉に彼女の意見らしいものが混ってきて，慌ててはいるが気後れせずに自分
の思っていることを云えるまでに変化する。少し前にいらないと断ったガム
を欲しい云ったり，過去の思い出話しを自分から積極的に切り出している。
この二つのことを云うのに途中で咳払いをしているので，彼女の緊張は完全
にとれたことにはならないが，話の主導権を握ったこと，二人の共通の話題
であること，過去において好きだったが声もかけられないでいた人と一諸に
いることなどによって，次には彼女の感情が言葉の中に入ってくる。そして
ジムに対するはにかみが大分とれ，自分の身体の欠陥にまつわる辛い思い出
について
　　”Yes，　it　was　so　hard　for　me，　getting　upstairs．　I　had　that　brace
　　　　　　　　　　　　　　　　（37）
　　on　my　leg　一　it　clumped　so　Ioud！
とか
　　　　　　　　　　　　　　　　　（38）
　　To　me　it　sounded　like　一　thunderT
と口に出せる位に意志の疎通をはかることが出来るようになる。ここまで
が，ローラの心理の発展過程における第一段階である。
　ジムがつけたニック・ネーム，ブルーn一ジズの回想から話題はローラの
内気な性格へと移っていく。ジムは何度も性格上の欠点を指摘しながらそれ
を時間をかけて克服するように説得する。しかし自分なりに性格を変えよう
としてそれを果せなかったロ・・一ラにとっては，彼の注告の意味は理解出来て
も，それにどう対処してよいか分らないでいる。ジムに対するその返事は悲
しそうに，
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　　　　　　　　　（39）
　　Yes－Iguess　it一
と云うばかりで，それは彼の期待にこたえる自信のあるものではない。その
ためジムは更に続けて，入は誰にでも悩みがあることを説き，高校時代の年
鑑　トーチに載っているすばらしい過去に比べて，あまりパッとしない惨め
な現在の自分をさらけ出して彼女の気持をなんとか鼓舞しようとしている。
ところが彼女が過去の思い出の方に心を強く引かれ，話題にのぼったその年
鑑を持ってくると，彼もまた過去の華やかな栄光の中に彼女と共に浸りこん
でいく。過去の持つ幻想的雰囲気を媒体として心の通い合った二人だけの世
界が作り出されていく。その様子はト書に次のように述べられている。
　　He　accepts　it　reverently．　They　smile　across　it　with　mutual
　　wonder．　LAURA　crouches　beside　him　and　they　begin　to　turn
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40）
　　through　it．　LAURA’s　shyness　is　dissolving　in　his　warmth．
　ジムの隣りにうずくまって，二人並んで年鑑を見ながら行われる対話から
ローラの心理を窺うことができる。オペラ，ペンザンスの海賊の思い出話し
の際，ジムが懐しそうにしているのに対し，彼女はそれを通り越してうっと
りとしている。beautifullyを三度も口にしていることからも分るように彼
の歌についてとても見事だったと忌揮のない讃辞を送っているQしかもこの
オペラを三度見たが，結局彼のサインを貰らえなかったというローラの言葉
は，前に述べた彼女の内気さを示しているばかりでなく，彼が高校時代いか
に人気があったかという事を同時に示し，彼に当時を懐しがらせている。当
時してもらえなかったサインを，単なるサインでなく凝った飾り書きでして
もらい，六年前と同じ価値があるかのように，
　　　　　　　　　　　　　（41）
　　Oh，1－what　a－surprise　！
と大喜びをしている。この喜びは高校時代の願望がかなえられた喜びであ
り，まるで当時が再現されたかのような錯覚を与えている。このように有頂
天になっている彼女にジムは高校は卒業したかという彼女の人生の失敗に触
れる質問を浴びせるが，彼女は期末テストが悪かったために中退したとやっ
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と答えて，話しをジムのことに戻す。つまり，ローラは自分の欠点に触れ
られてもp話題を変えられる位余裕が出てきている。彼のフィアンセだった
エミリーの消息を聞く際，彼女の声は不自然な調子になるが，これはプログ
ラムのサインをもらいに行った時と同じで，こんなことを聞いたら変に思わ
れはしないかという懸念を抱いていることを示している。エミリーのことを
悪しざまに云うジムの自嘲とも思える言葉を聞いて，彼女との縁が切れてい
ることを知り，ひょっとしたら自分もジムの友達になれるのではないかとい
う期待に胸をはずませている。ローラの心の奥を明るく照らすジムの温い思
いやり，彼女の心の乱れを隠そうとする動作，ジムの言葉が一度では聞こえ
ず，一瞬の間放心状態になっている様子，この他，この場面の伏線となって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42）
いた二場におけるローラの台詞，11iked　one　once．および六場における
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（43）
アマンダの台詞，Laura，　Laura，　were　you　in　love　with　that　boy？
によって例証出来よう。また，この事がジムの新たなフィアンセ，ベテイの
告白をする場面へと展開する端緒となっている。この第二段階では高校時代
の回想が主流となり，それに附随して起ったローラの性格に対する言及，そ
して第四段階でローラの心を大きく揺さ振る原因を提示している。
　次の段階でのテーマは高校中退後のロー一ラの生活，特に彼女のガラスの動
物の世界が中心となっている。高校以後何をしていたのかという質問にあり
のままにビジネス・スクールに行ったが，消化不良を起して途中で止めたと
答え，ジムの優しい笑いを引き出す程心の余裕が出来，自分の失敗談に触れ
るのを恐れている様子は見られない。その上，現在やっているガラスの動物
の手入れを学校へ行くのと同じ位大変な仕事だと云わんばかりの口振りであ
る。その意味が良く理解出来ないでジムが聞き返すと，初めの頃のように咳
払いをして，すごく恥ずかしがり顔をそむけてしまう。ここに出て来た表
情，アクションはこれまでのものと同じに見えても，彼女の気持は内気さの
ためにそうなったのではなく，もっと軽い意味を持つ気持である。ところが
ジムは彼女本来の劣等感によるものだと思い，高校時代の追憶に耽ける前の
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説得よりも更に雄弁に渇々と述べたて，彼女に自信を持たせようとする。ロ
ーラはどんな点に自信を持ってよいのか分らずにいるが，彼が話しを続けて
いるうちにその恥ずかしさも薄れていく。彼女が恐る恐る再び口にするガラ
スの動物についてジムはまだはっきりと理解出来ないでいる。この場面でガ
ラスの動物の説明をするローラは生き生きとして，大事な宝物を愛しむかの
ようであり，蠣燭の光を受けてきらりと輝くユニコーンはまるで彼女を象徴
しているかのようである。彼女の言葉は生きている動物に話しかけているよ
うであり，he　loves　the　light！／／Ishouldn’t　be　partia1，　but　he　is　my
　　　　　　（44）
favorite　one・の台詞はまさしく彼女の愛情を示すものに他ならない。その
他Wel1，　if　he　does　he　doesn／t　complain　about　it，／Ihaven’t　heard
any　argument　among　them！／　They　all　like　a　change　of　scenery
　　　　　　　　（45）
once　in　a　while！といった台詞も同じ効果を持つばかりでなく，軽い冗談
も云える程ゆったりとした気持になっていることを示している。この間，ロ
ーラの世界のシンボルとなっている〃ガラスの動物園〃のテーマ音楽が流れ
てこの場面のムードを盛り上げる。音楽が通りの向うのパラダイス・ダンス
。ホールから聞こえてくるワルツ，tcLA　GOLONDRINA”に変ると二人の
ダンスが始まる。今までダンスをしたことがないため1こ躊躇しているローラ
に冗談を云ったり，おどけたりしてダンスに誘い込む。踊っている際にも適
確な指示を与え，彼女の踊りを褒めたりしてリードしていく。彼女も想、をは
ずませながらついていく。ダンスの際中にテーブルにぶつかり，そこに置い
てあったユニコーンが床に落ちて角がとれてしまうが，この時のローラは三
場の終りで
　　　　　　　　　　　　（46）
　　My　glass！－menagerie…
と叫んで顔を覆っていたローラではなくなり，微笑さえ浮べ，冗談とも思える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（47）
　　1’11just　imagine　he　had　an　operation．
という言葉を述べ，恐縮して謝っているジムに思いやりを示している。この
立場こそ今まで彼女が置かれていたもので，ここでは主客転倒している。ジ
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ムに述ぺている主な慰めの言葉Now　it　is　just　like　all　the　other　horses・
／Maybe　it’s　a　blessing　in　disguise．／It’s　no　tragedy．　Freckles．／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（48）
The　horn　was　removed　to　make　him　feel　less－freakish！を今まで薩恥
心，劣等感，自意識過剰と思える角を持っていたローラに当てはめてみるな
ら，一見不幸に見える事件も悲劇ではなく，ジムの暖い思いやりのある手術
によって，彼女の劣等感も取り除かれ，ここに至って始めて普通の女性の仲
間入りをすることになるが，ジムにとってはそれよりも更に美しい女性とし
て映っている。
　最後の段階では，ローラの優しさに応えるかのように急に真剣になって，
彼の誠実な気持を吐露する。彼の今までと違う感情や彼の褒め言葉を即座に
受けとめられないでn一ラは物も云えない程当惑してしまう。この当惑は驚
嘆へと変り，ついには今まで経験したことのない新しい感情の波に洗われて
ほとんど気も失わんばかりとなる。ジムも感情の波に押し流されてn一ラに
キスをする。彼女は悦惚とした表情でソファーに沈みこんでしまう。ジムが
後悔している時，ゆっくり身体を起こし，角のとれたユニコーンを優しい，
当惑した表情でみている。顔をあげて微笑んでいるが，虚脱状態のままで，
物も云わずに彼を見て，次の行為を待っている。後悔しているジムは事の重
大さを直感し，トムのした事や現在の自分の立場を慎重に説明する。ローラ
は徐々に表情を変え，視線をジムからユニコーンに移し，かすかな声で彼の
気持を確かめる。彼のフィアンセ，ベテイのことを聞かされ，ローラはソフ
ァーの肘をつかんで前のめりになりながら，未だ経験のない失恋とも云える
嵐が心の中で吹き荒れるのにじっと耐えている。一一一方では，ジムがローラの
ことなど忘れて，愛の素晴らしさを口にして自分の言葉に酔っている。ここ
で彼が胱惚となればなるほど，その少し前まで有頂天になっていた状態から
悲しみのどん底に突き落されたローラの苦しみに耐えている様子が鮮明に浮
き出てくる。ローラの心の嵐しも少し静まり，ジムもその陶酔から醒める。
彼女の顔には底のしれない程深い悲しみを堪えている。彼女は震える唇をか
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みしめ，雄々しくも微笑むと，不安そうにしているジムの手を優しく取り，
その手の平にユニコーンをのせて指を握らせる。一言，
　　　　　　　　（49）
　　A－souvenir…
と云って，よろよろと立ち上がると，父の残していったヴィクトローラの傍
にうずくまってそれをまわす。
　最初他人に満足に口もきけない程だったローラが，ジムとたった二人だけ
の状態に置かれ，優しい彼の心遣いによって徐々にでにあるが変化を遂げて
冗談も云えるようになり，更にまるで恋入とでも居るような安心感に浸るま
でにいたる。その頂天において，現実の厳しさに突き当たり，途中で辛い苦
しい試練から逃げ出すこともなく，真正面からその現実と対決し，その苦し
さに最後まで耐えて，悲しみを胸に秘めながらも雄々しく徴々むことが出来
るまでに精神的成長を遂げている。つまり，角のとれたユニーコンをジムに
手渡すことによって，P｛ラはガラスの動物園というillusionの世界から
解き放されたと云えよ’う。
　　　　　　　　　　　　　　　（4）
　さて，今まで技巧的な要素であるマイム，朗読法，スクリーン装踵，照
明，音楽及び作者自身も強調しているこの芝居の中心部分であるローラの心
理的展開について稚拙ながら述ぺてきたわけであるが，終りに結論をつける
意味としてトムの幕開きの台詞，
　　Yes，　I　have　tricks　in　my　pocket，　I　have　things　up　my　sleeve．
　　But　I　am　the　opposite　of　a　stage　magician．　He　gives　you　illusion
　　that　has　the　apPearance　of　truth．　Igive　you　truth　in　the
　　　　　　　　　　　　　　　（50）
　　pleasant　disguise　of　illusion．
に立ち戻って，トムの云うtruth作者の意図するtruthは何であるのかを
議論することにする。
　七場のローラの心理的発展過程に焦点をあわせて，この場を密度の高い内
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容にするためにトムのtricksと思われる一上に述べた技巧が大きな役割を果
しているのは云うまでもない。この技巧についてEsther　Merle　Jackson
は次のように述ぺている。
　　Music，　dance，　mime，　poetry，　and　design　are　not，　in　the　theatre
　　of　Wi11iams，　techniques　employed　for　the　unadorned　delight　of
　　the　spectator．　They　are　philosophical－even　theologica1－in　their
　　intent，　for　they　attempt　to　re－establish　the　ritual　function　of
　　theatre．　They　are　intended　as　modes　of　signification：signs　of
　　　　　　　　　　　　　　　　（51）
　　apresent　search　for　truth・
この引用からも分るように，作者の用いている様々な技巧にはそれぞれ意味
があり，作者の意図を間違いなく伝達するための重要な働きを持っている。
詳しくはふれなかったが，この他に作者はシンボルという手法を用いてい
る。トムの云うillusionは追憶の世界におけるロ・一一ラのガラスの動物園の
世界，アマンダの過去の華やかなブルー・マウンテゾの世界，トムの冒険の
世界に代表されていると云える。そしてこれらの世界を構成しているもの
は，小道具として用いられている非常階段，父親の写真，蝋燭，棺桶，ヴィ
クトローラ，月，雷鳴などがシンボルとしての意味を持っている。追憶とい
うこのオブラートに包まれた世界は非常用階段を通って訪れてくるジムに象
徴される現実の世界と対立している。
　ここで七場の幕切れに目を戻してみると，トムは
　　Oh，　Laura，　Laura，　I　tried　to　leave　you　behind　me，　but　I　am
　　more　faithful　than　I　intended　to　be！
　　Ireach　for　a　cigarette，　I　cross　the　street，　I　run　into　thg　movies
　　or　a　bar，　I　buy　a　drink，　l　speak　to　the　nearest　stranger－anything
　　that　can　blow　your　candles　out！
　　　　（LAURA　bends　over　the　candles．）
　　－for　nowadays　the　world　is　lit　by　lightning！
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　　Blow　out　your　candles，　Laura　一　and　so　good－bye…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（52）
　　　　　（She　blows　the　candles　out．）
と述べている。この台詞から家出によって縁を断ち切った筈の家族に対する
消すことの出来ない愛情や芝居が終ったことがうかがわれる。更に，
lightningに代表される現実の世界に目覚めるようにという言葉に応えて，
幻想の世界のシンポルである蝋燭の火をローラは消している。と云うこと
は，劇全体の構成面から見てローラの心理展開，つまり彼女がジムという楽
しみの後に苦しみをもたらした現実の厳しさと葛藤する過程が中心テーマで
あることからして，トムの云うtruth　とは入間個人個人が現実生活におけ
る苦しみを乗り越えていく過程を意味し，それが作者の意図になるのではな
かろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本学専任講師）
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